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核 物 理 セ ン タ ー A V F サ イ ク ロ 卜ロ ン 用 発 振 器 は 、M O  P A 方 式 で S i n g l e 180 d e e 、Mov ing  S h o r t

型 共 振 器 を 用 い 、 高 周 波 出 力 管 と 共 振 系 と の 結 合 は 容 量 結 合 で あ る 。 周 波 数 範 囲 は 5 • 5 MHz〜彳9. 5 MHz

で 200 K W の 高 周 波 出 力 を 出 せ る 。 出 力 管 に は 4 極 管 RCA 4 6 4 8 を 使 用 し た 。 4 6 4 8 の陽極から見

た 負 荷 イ ン ピ ー タ ン ス を 0 • 5 〜 100 M H z に わ た つ て 測 定 し 、種 々 の モ ー ド の 共 振 周 波 数 を 測 定 し た 。 

共 振 器 の 1/4 X モ ー ド 以 外 の 共 振 は ダ ン パ 一 に よ り 減 衰 さ せ 、 出 力 管 を 中 和 な し で 安 定 に 動 作 さ せ た 。

電 源 に は 0 . 8 ,  s e c 以 内 に 出 力 を 源 断 す る ク ロ ー バ ー 回 路 を 内 蔵 し て い る o 下 図 に 発 振 器 系 の 略 図 を 示 。

こ の 発 振 器 は M 0 P A 方 式 で あ る の で 、 あ ら か じ め 励 振 周 波 数 と 共 振 周 波 数 を 正 確 に 一 致 さ せ て お け

ば 、容 易 に マ ル チ パ ク タ リ ン グ を 越 せ る 。 し か し 通 常 の d e e 電 圧 計 等 で は 、 マルチパクタリ ング が起 こ

る た め に 共 振 周 波 数 を 測 定 で き な い の で 、 周 波 数 シ ソ セ サ イ ザ 一 を 利 用 し た へ テ□ ダイ ン 型 受 信 器 を 製

作 し 低 レ ベ ル で 共 振 周 波 数 を 測 定 し た • 発 振 器 の 働 作 中 に は 周 波 数 コ ン ペ ン セ ー タ ー に 依 り 、共振周波

数 の ず れ は 10一 6 以 下 に 自 動 的 に 調 節 さ れ る 。発 振 器 電 源 に は リ ッ プ ル の 少 な い も の を 使 用 し た の で 、

d e e 電 圧 安 定 化 回 路 が O F F の 状 態 で d e e 電 圧 の リ ッ プ ル は 2 X 10 3 で あ り、安 定 化 回 路 が 0 N の状態

で は d e e 電圧 の安 定度 とノ イズ は共 に丨 0 4 で あ る 。 し か し ビ ー ム 負 荷 の 変 動 が 多 い と き は ノ イ ズ が か

な り 増 加 す る 。 d e e 電 圧 を パ ル ス 的 に 変 化 さ せ る こ と に よ つ て 、 20 P /  s e c と 100 P /  s e e のパルス化 

ビ ー ム を 得 た 。
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